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 やわらかな春光に心躍る季節となり、皆様におかれましてはご

清福にお過ごしのこととお察しいたします。 富津市議会議員 

渡辺つとむです。 

 次年度の富津市の予算が決まりましたのでその説明をさせていただ

きます。 

同時に本年４月で私たち市議会議員の四年の任期が終了しますので、

ここまでの私の活動について報告をさせていただきます。富津市民の

皆さんが安心して穏やかに、そして将来に希望を持って暮らせるまち

をどのように実現していくか。これからも「市民に顔の見える議員でありたい。」 この姿勢を貫きます。 

 

☆市政報告 次年度予算の概要 

令和２年度（今年４月～1 年間）の富津市の

予算が審査され成立しました。その主なもの

を報告します。 

 緊急経済対策費  

新型コロナウイルスの影響に対する金融 

支援等（1,469 万円） 

市内の飲食店や旅館業など、新型コロナ

ウイルスに伴う自粛要請で影響を受ける商

工業者に対して資金繰りを支援する県の制

度融資（セーフティネット融資）に市独自の

助成を決定しました。また消費を喚起するた

めのプレミアム商品券の発行も準備をしてい

ます。 

つとむの視点 

今回の富津市独自の緊急経済対策は渡

辺つとむが 3 月当初から担当課や総務産業

委員会の会議の中で行政に呼び掛けて決

定された取り組みです。私たちの会派「保守

の会」の 4 名の要望書という形で活動をした

成果です。 年度末の歓送迎会の自粛や観

光バスの受け入れの激減などで大きな影響

を受ける市内の飲食店や旅館業者さんが少

しでも事業を継続しやすくするために当面

の資金繰りや従業員の雇用対策を緊急要

請しました。具体的には、まず市役所に商

工業者のための専門の相談窓口を設置す

ること。次に県の制度融資（セーフティネット

融資）の利用に伴い発生する保証料の補助

や利子の助成などを行い「経営者の事業継

続のマインド（気持ち）を冷やさない」こと。そ

して三つ目は深刻な労働力不足の中での
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一時的な雇用の調整に対して、働き手をつ

なぎ留めておく手段として「雇用調整助成

金」の上乗せ要求などです。 

富津市は近隣 4市の中でも特に特産物を

活用した飲食業や観光業の比率が高い地

域。その地場産業を守るための取り組みは

他市の動向を伺っているのでは間に合わな

くなるとの危機感を行政と議会が共有するこ

とができたと感じています。 

以下、私の提案時の説明の要約です。 

「今回の緊急経済対策は市内の商工業者

の資金繰りのお手伝いを主たる目的として

います。設備資金というよりはもっぱら運転

資金として急激な売り上げ減少に影響を受

ける地域の飲食業や旅館業などの経営者、

また中国等からの資材の遅れで資金の回収

の遅れている建設業者などに、市も我々の

事業継続に協力してくれる！と他市に先駆

けた意思表示をすること。また人材をつなぎ

とめておくための雇用調整に対する助成も

検討いただきたい。」との提案が採用されま

した。 

 移住定住促進事業（3,750 万円） 

 市内に増えつつある空き家の有効活用を

進める「空き家バンク」の登録件数の促進や、

契約が成立した物件に対してリホーム費用

の補助などで新たな住人を呼び込む取り組

みが進められます。地域おこし協力隊の活

動費なども組み入れられています。 

つとむの視点 

U ターンや J ターン・起業と就業者創出につ

いての取り組みは市の活性化と人口減少を

食い止めるために必要な事業です。しかし

単純に「豊かな自然」や「人間味豊かな土地

柄」と言っても移住・定住を考えている人に

大きなインパクトで受け入れられるとは限りま

せん。実際に富津市に転入して来る人の理

由の多くは近郊の大手企業の異動等に伴う

ものです。市内に移り住む人を増やすには、

地域の魅力発信と同時に生産性を高めるた

めの大企業との協働という視点も必要でそ

の環境整備も進めるべきだと考えます。 

具体的には富津で事業展開をする大手

企業に「働き方改革」の一環として従業員の

福利厚生を視野に入れたテレワークの取り

組みと廃校の活用を連携させるなどの仕組

みづくりを提案してまいります。 

 

 土木費（道路橋梁費９憶 9,000 万円） 

 市道小久保岩瀬線整備事業・二間塚地域

排水整備事業・海岸橋等橋梁長寿命化修

繕など 

長寿命化工事の予定される岩瀬川の河口の「海

岸橋」 

つとむの視点 

岩瀬小久保線（市役所前から君津商業高

校を経由し大貫の給食センターに抜ける道

路）の整備や二間塚の公共下水路の移設、

岩瀬地区の海岸橋の耐震補強と長寿命化

など総額９憶を超える道路橋梁費が予算化

されました。道路や橋、排水路などいわゆる

インフラにはメンテナンスが必要です。それ

を怠るとかえって後に膨大な費用が掛かるこ

とや、不備による事故などで市民の安全が



 

脅かされることも考えられます。前もってお

金をかけることで後々の安全を確保する取り

組みです。 

予算認定のまとめ 

次年度の一般会計予算は総額 196 憶円

と近年では大変大きな規模となりました。人

口減少という状況の中で国や県の補助を利

用しての厳しい財政運営が行われます。 

また自然災害や今般の新型コロナウイル

スの影響が富津市にどの程度あるかも重大

な懸念事項です。 予期せぬ事態に大胆か

つタイムリーに財政運営を進めることも重要

な行政経営の一環です。 それに備えて市

民の税金を効率的に無駄なく使う取り組み

を強く要望しました。 

 

☆委員会活動 

 子育てのことなんでも聞きます議会

の意見集約ならびに報告 

議会改革を進めるうえで、渡辺つとむが議

会運営委員長として主体的に取り組んでき

たのが「議会報告会」と会派の議会報告書

発刊の取り組み。市民に議会の活動を少し

でも理解していただこうと始めたのがこの「議

会報告会」と政務活動費を利用させていた

だいて実施している会派による報告書。 

 

・初めの議会報告会についてでは、一昨年

は市内の子育て世代のお父さんお母さんと

の情報交換をして生の声を伺うことが出来ま

した。参加者の意見を集約して昨年１２月に

市長に提言書を送り取り組みの要請をしまし

た。 

具体的には １、子育て世代の支援につ

いて（出産後の相談先、同世代のコミュニテ

ィの構築等） ２、子どもたちが安心して遊べ

る場所の確保 ３、学童保育について（放課

後児童支援員及び補助員の確保・拡充に

ついての官民連携）についての提言です。 

また昨年は 9月以降の台風被害について

市民の皆さんと意見交換を行いました。今

後提言としてまとめていきます。 

・二つ目のニュースレターについて 

私たちの会派保守の会だけではなく他の二

つの会派もこの報告書の発行に取り組んで

います。ちなみに私たちの会派は二年間で

四号の発刊をさせていただきました。 

い

ずれも新聞折り込みをさせていただきました

が未だ御覧いただいてない方は会派のメン

バー「平野英男議員・山田重雄議員・諸岡

賛階議員・渡辺務」にお気軽にお申しつけく

ださい。 

 

☆個人活動 

 学生さんとの交流 



 

早稲田大学の政経学部の四年生の皆さ

んからオファーをいただき座談会を開催しま

した。この四月から国家公務員や民間のシ

ンクタンク、コンサルタント会社など社会に巣

立つ若者と有意義な時間を過ごしました。

「日本の未来は捨てたものじゃあない！」と

嬉しい気持ちになりました。 

 

 災害復旧ボランティア 

 

私がお付き合いをいただいている大佐和

建築組合の皆さんが災害復旧のボランティ

アを買って出てくださいました。 

「忙しい中でも一生に一度有るか無いかの

非常時に一日くらいは地域貢献をしよう！」

と作業をしてくださり被災者の皆さんから喜

ばれていました。 

 

 外国人に優しいホームページ 

 私が副会長を務める富津市国際交流協会

は新型コロナウイルスに際して市内に住む

外国人に、現況や市の取り組みを理解して

もらうため国や県の紹介している外国語対

応のテンプレートを市のホームページからも

アクセスしやすいように提言を行いました。 

これにより市のホームページのトップをみると

多言語でのコロナウイルス対策が閲覧できる

ようになり在住外国人の不安の解消につな

がります。 協会のメンバーの一人から出た

アイデアに担当課が迅速に対応してくださ

いました。 

 
 
☆編集後記 

今季で３期１２年間務めさせていただいた

市議会の活動は任期を迎えます。後援会に

ご登録いただいた皆さんには私のつたない

報告書にお付き合いいただきありがとうござ

いました。これからもお許しがあればこの活

動を続けていきたいと考えています。皆様の

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

4 月 19 日（日）は富津市議会議員選挙投

票日です。一週間前の１２日から期日前投

票も可能です。ぜひ投票場に行きましょう。

富津市を今よりも暮らしやすくワクワクするま

ちにするのは皆さんの投票によります。今後

の富津市を信頼して託せる候補者に票を投

じましょう。 

 
渡辺つとむプロフィール 

昭和３６年４月２５日富津市千種新田生れ 

県立木更津高校卒 

立教大学経済学部卒（弁論部出身） 

工学院大学専門学校建築科研究科卒 

藤和不動産(株)財務部に勤務後 

現在家業(有)渡辺サッシ代表取締役社長 

富津市議会運営委員会委員長 

総務産業常任委員会委員 

かずさ水道広域連合企業団 

議会議員（監査委員） 

富津市バドミントン協会会長 

富津市国際交流協会副会長 

富津市スポーツ推進委員 


